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平成 1８（2006）年度 日本語研修コース報告 
 

 和田 礼子 

 
１．  第 9期（2006年 4月~2006年 7月）コース概要 
開講期間：平成 16年 4月 17日（月）～平成 16年 7月 28日（金） 
開講時間数：授業は週に 13コマ 
      これに加えて期間の後半に集中講義 15コマを行った 
 

 月 火 水 木 金 

9:50～10:50 文法 ドリル 応用 ドリル 会話 

11:00～12:00 ドリル 会話 ドリル 応用 文法 

12：50 
～14：20 

スピーチ 漢字    

 
 

 
 異文化理解  

 
 
 14：30 

～16：00 
＊Word, Power point実習、修了レポート作成（集中講義） 

開講レベル：日本語学習歴がゼロの学生を対象とする 
使用教科書：『みんなの日本語初級』１（スリーエーネットワーク） 

             『みんなの日本語漢字１』（スリーエーネットワーク） 
 
コース日程： 

４月 3日～7日 空港出迎え・会館入居 
       外国人登録・学内外の案内 
４月 4日～４月 14日 プリセッション ひらがな、あいさつ指導 

          （センター教官指導のもと、チューターの学生の個別指導） 
４月 11日   全学留学生オリエンテーション  
４月 14日   健康診断 
４月 17日   研修コースオリエンテーション、日本語授業開始 
６月 21日   オープンクラス（日本語授業の公開） 
７月 25日     修了式 ポスターセッション 
７月 26日、27日 日本語能力試験 4級（過去問題）実施 
7月 27日、28日 発表ビデオ作成 
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受講者名簿 

 

２ 受講生・授業について 

  

 大使館推薦の国費留学生として今年度 7 名を受け入れたが、内 1名は日本語が上級レベルに達し
ており日本語研修を受けることなく研究活動を始めたため、研修コースには国費留学生 6 名と県費
留学生 1名、研究生 1名が在籍した。学生は全員ひらがなから学習を始める初学者で、多くが大学
院進学を希望していた。最終的な学習到達度としては全員がこの修了要件（出席 80％以上、定期テ
スト他 60％）を満たしていた。また、このクラスでは最後に日本語能力試験 4級の過去の問題を使
った能力判定テストを行ったが、8名中6名は日本語能力試験4級合格相当の日本語力が認められた。   

 授業で特に力点を置いて指導したことの一つに、学期終了時に行うポスターセッションに向けて

の動機付けを常に行ったことがあげられる。各課の文型練習や例文作成の際も、ポスターセッショ

ンに取り上げられるような話題で文を作るよう心がけた 

 

 

 

３ ポスターセッション 

 

今年度のポスターセッションは稲盛会館で行った。来場者は 130 名と前年度の 85 名を大きく上回

り、盛況だった。今年度は研修コース生に加え、中級、上級レベルの交換留学生、農学部で開講さ

れている科学技術日本語の成果発表も加わり、合わせて 15 名がポスター発表を行った。 

 氏名・国籍 
性

別  配置大学・研究科 

1 Bernerd Mulwa Flanda（ケニア） 男 
大使館推薦国費

研究留学生 
鹿大水産学学研究科 

2 
Hazem ohammed   Mohammed 
Abdullah（エジプト） 

男 
大使館推薦国費

研究留学生 
鹿大医歯学研究科 

3 
Christopher Vehe Sagapoa 
（ソロモン諸島） 男 

大使館推薦国費

研究留学生 
鹿大理工学研究科 

4 Si Lhyam Myint（ミャンマー） 女 
大使館推薦国費

研究留学生 
鹿大農学研究科 

5 
Roger Apuntar Luyun Jr 
（フィリピン） 男 

大使館推薦国費

研究留学生 
鹿大農学研究科 

6 
Md. Imranul Hoq 
（バングラデシュ） 男 

大使館推薦国費

研究留学生 
鹿大農学研究科 

７ Shilas Oyama（ブラジル）  男 
鹿児島県費 

留学生 
鹿大法文学部 

8 Lideman（インドネシア） 男 研究生 鹿大水産学学研究科 
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研修コース生は自国の紹介と専門について日本語で発表を行い、中級、上級レベルの学生は日本

の文化や、各々の研究分野からテーマを選び、発表した。日本語のレベルも発表内容も多様で、来

場者からは留学生に対する理解が深まったといった感想が聞かれた。 

 

 

４ 学生による授業評価 

 

今年度の研修コースの授業評価結果を以下に記す。数字は評点の平均である(5 段階)。  

 

＜あなたについて ＞ 

1あなたは授業によく出席しましたか。                4.6 
2あなたはこの授業でたくさん勉強しましたか。            4.1 
3 授業でおぼえたことばを毎日の生活で使えるようになりましたか。   4.1 
4 日本の文化や日本人についてよく理解できるようになりましたか。  3.8 
＜授業について ＞ 
５ 授業のスピードはどうでしたか。            3.5 
６ 学習量はどうでしたか。                    4.3 
７ クラスの学生数はどうでしたか。             4.4 
８ 一週間の授業時間数はどうでしたか。        4.5 
９ クラスの規則や成績のつけ方についての説明はどうでしたか。         4.5 
10 このクラスの教材は全体としてよかったですか。(ﾃｷｽﾄ･ﾋﾞﾃﾞｵ･ﾊﾝﾄﾞｱｳﾄ etc.) 4.5 
11 このクラスの教え方は全体としてよかったですか。                  4.6 
12 テストのやり方や宿題、レポートの直し方は全体としてよかったですか。4.4 
13 この授業は全体としてどうでしたか。                                4.4 

  
授業のスピードについて「早すぎる」「遅すぎる」という二つの異なる意見が聞かれたが、全体と

しては概ね満足している様子が伺える。 

                              （留学生センター助教授） 


